
今年はここが変わった！

過去問を解いてみよう！ ＋αの知識強化！
暗記が完了したら、実際に過去の本試験で
出題された問題を解いてみましょう。
その際は、何が問われているかを意識しながら解きましょう。

知識の整理を行い、見出の論点の確認も行います。
ここはこんな感じで問われるかも？と
意識しながら確認をすることで、より効率的に記憶できます。

本試験を分析し、直前期に必要とされる過去問知識を増加

過去問知識を軸に正解できるような問題を増加

〈不動産登記法〉

近年の本試験の傾向を分析し、小問を多めにした問題を導入

解くのに時間がかかる問題、択一では問われたが、記述式では未出の論点を、
本試験の傾向を分析して導入

〈商業登記法〉 王道な論点だが、合格者であれば正解できなければいけない問題を意識して作成

択一知識で問われた細かい論点を記述式に落とし込み、知識の正確性を確認させる問題を増加

高地トレーニング的な意味で、過去問より若干難しめの問題も導入

択一式

記述式

  科目を攻略！

精撰答練［ファイナル編］
精撰答練［ファイナル編］を刷新する理由と、どう変わったか

まずは覚えよう！

 ［直前論点チェック！］は
こう使え！
学習が後半になり、情報量が多いマイナー科目について、近年
の傾向に特化した効率的な対策ができる！
◎意識すべき傾向をおさえることにより、重点的に学習すべき
範囲が明確になる
◎インプット➡アウトプット➡図表等で知識を整理、これを繰り
返すことで知識の定着を図る
◎論点が、どのように問われているかを確認することで、何を問
われているかを判別するトレーニングになる

網かけや下線が引かれている箇所を意識しながら、
暗記を行ってください。
空で言えるくらいに暗記ができたら次へ進みましょう。

3ステップの
サイクル学習で
攻略！

+α知識 解く

覚える

司法書士試験の合格への近道は、
他の受験生が解ける問題を絶対に
落とさないことです。

なぜなら、
司法書士試験は相対評価の試験であり、
他の受験生が解ける問題を落とすことは、
自らの試験上での評価を
下げることになるからです。

それでは、
他の受験生が解ける問題とは
何でしょうか。

それは、
他の受験生に平等に与えられている
情報、過去の本試験問題です。

すなわち、
過去の本試験問題を
絶対に落とさないことが、
合格への近道といえます。

そこで、
今年の精撰答練［ファイナル編］は、
過去問知識の正確性をテーマに
問題を作成しました。

申込特典［直前論点チェック！］でマイナー　　


